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駐屯部隊の訓練

第 １ １ 施 設 群
第 １ ０ ４ 施 設 器 材 隊
第３１２ダンプ車両中隊
第２施設団本部付隊偵察班

訓 練 検 閲

駐屯部隊の活動状況

指揮所構築作業①

８月３１日から９月４日までの間、第２施設団は、第１１施設群、第１０４施設器材隊、第３１２ダンプ車両

中隊及び第２施設団本部付隊偵察班の訓練検閲を実施しました。

本訓練において各部隊は、施設科部隊として油圧ショベルなどの機械力を活かした陣地構築、作戦用道路の維

持・補修、作戦地域内の指揮所・浮橋架設適地の偵察といった専門分野の任務を遂行。各部隊は、日頃の練成の

成果を十二分に発揮し、任務を完遂しました。

今後も、東北の施設科部隊の要として、着実な進歩向上に励んでいきます。

道路の補修作業 対空射撃 パネル橋の試験通過

橋梁架設適地の偵察土砂等運搬作業

完成した指揮所内の様子指揮所構築作業②

特殊武器防護

架設した自走架柱橋
（ＶＬＴＢ）の試験

通過



秋 季 演 習 場 整 備
（王城寺原演習場）

第２施設団は秋季演習場整備を担任、

実施しました。

主に施設器材をもって演習場内の道

路補修、崩落箇所の復旧整備、停弾提

(※1)や排水設備の機能維持整備等を行い

ました。

また、一部作業地域ではICT(情報通

信技術)施工として、マシンガイダン

ス(※2)を活用した作業を行ったほか、民

間の産業資材・産業機器を用いた地盤

改良等、整備作業の円滑化、効率化を

図りました 。

※1 射撃時に対戦車弾等を受け止める土盛り

※2 油圧ショベルに取り付けたセンサーから

  得られる工事量データと設計図面を比較し

  た情報等をモニターに表示して、器材オペ

  レーターを補助するもの。

駐屯部隊の活動状況

新 隊 員 後 期 教 育

重材料運搬

木材の連結訓練

漕舟訓練

木工訓練

産業機器を用いた
伐開作業

浚 渫（しゅんせつ）

民間の産業資材を用
いた地盤改良作業①

崩落個所の復旧作業

グレーダによる
砕石の敷き均し

ＩＣＴ施工による停弾提整備

教育開始式

軽門橋(※)

構築訓練

民間の産業資材を用
いた地盤改良作業②

７月５日から９月１９日までの間、第

１０施設群が新隊員特技課程「施設」を

担任実施しました。

新隊員は「施設科」の基本・基礎とな

る木工や漕舟、爆破等、必要な技術・知

識を身に付け、それぞれの配属先へと向

かいました。

彼らの今後益々の活躍を願っています。

※ 軽門橋とは、舟を連結して、車両等を渡し舟

のように使用するもの。



第１０５施設直接支援大隊
駐屯部隊の活動状況

船岡駐屯地業務隊
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船岡駐屯地業務隊

は、駐屯地の水道・

電気・ボイラー等の

維持・管理、郵政

業務、物品燃料など

の調達・補給、隊員

への食事の提供、

福利厚生を実施して、部隊・隊員へのサ

ポート、駐屯地基盤の維持を行っています。

隊は、東北６県にある１４コ駐屯地の中

で、給食満足度を決める「令和６年度給食

満足度調査（陸幕Ｗｅｂアンケート）」に

おいて、第１位に選ばれ東北方面総監から

表彰を受けました。

また、糧食班は栄養士を目指す東北生活

文化大学及び仙台大学の学生に対して、給

食経営管理や給食の運営などに関する学習

支援を行ってます。

訓練では、検問要領などの訓練を行い隊

員一人一人の警備能力を向上させています。

大隊は、第２施設団等が装備する約2,700

に及ぶ火器、車両、施設器材及び通信電子器

材の各種装備品を整備担任しています。船岡

駐屯地に大隊本部、整備隊及び第１直接支援

中隊が所在するほか、福島駐屯地、岩手駐屯

地及び秋田駐屯地に分かれて派遣隊等が配置

されています。また、所属する隊員は、施設

科のみならず、武器科、通信科を含む他職種

で構成された部隊です。常に第２施設団と行

動を共にし、専門的な整備技術を駆使して装

備品の点検、故障した際には迅速に復旧する

等、前線で活動する部隊の任務達成を支えて

おります。

令和７年度は、第２施設団が実施する訓練、

演習場整備等において同行支援をするととも

に、後方支援隊計画の訓練検閲を受閲し、大

隊の野整備支援能力の練度向上を図っており

ます。今後は、持続走、射撃競技会にも参加

を予定しています。引続き、大隊一丸となり

職務に邁進していきます。

写 真

検閲前の団結式

整備作業

整備作業

業務隊と糧食班の方々

給食作業

検問要領訓練



東北補給処 船岡弾薬支処

第４１６会計隊

第３０３基地システム通信中隊
船岡派遣隊

第３０３基地システム
通信中隊船岡派遣隊長

２等陸尉
上口 能弘

着任のご挨拶

令和７年８月１日付で船岡派遣隊長に

着任いたしました、上口２尉と申します。

１９年ぶりの船岡駐屯地勤務となります。

基地通信部隊は、以前と比べて人員削

減が進められておりますが、システム通

信ニーズは一段と高まっております。

常続不断のシステム通信回線を維持す

るとともに、駐屯地各部隊の通信ニーズ

に対応できるよう、あらゆる機会を活用

して能力向上に努力してまいります。

基地システム通信中隊は、駐屯地内の

電話・ＦＡＸ・システム等の通信インフ

ラを提供、サポートしています。

今年度は、訓練検閲等の大きな訓練は

なく自隊訓練がメインとなります。

地味ではありますが、基礎となる訓練

が行え、着実に隊員一人ひとりの能力向

上が図れております。

また微力ではありますが、船岡駐屯地

の広報や募集活動にも積極的に取り組む

ことができました。

引き続き、通信と広報の両面で駐屯地

に貢献できるよう尽力してまいります。

会計隊は、船岡駐屯地で勤務する隊員の給与・旅費の支給及び各部

隊が必要とする物資の契約等の会計業務を行う部隊です。

会計隊は国費を扱う唯一の部隊でありその日常は「訓練」ではなく

「常に実戦」です。隊員はすべてネットワーク化されたパソコンで業

務をおこないます。野外など、パソコンのない困難な状況下でも業務

を遂行する野外行動能力も必要となります。

令和７年度は東北方面会計隊長訓練検閲を受閲しました。自隊訓練

及び集中野営訓練等の段階的な練成の実施により、隊員の基本基礎動

作及び部隊の基本的行動の練度向上を図りました。

これからも、被支援部隊の作戦目的達成のためそのニーズに先行的

に応え、合規適正な予算執行を求める国民の期待に応えるべく日々研

鑽して参ります。

弾薬支処は、訓練等で使用

する弾薬（小銃弾・砲弾・誘

導弾・爆薬）などを保管する

部隊です。

訓練等で使用する部隊に対

し、弾薬交付及び弾薬の発送

を実施しています。

また、令和７年８月３０日、

船岡弾薬支処創立６３周年記

念行事を行いました。式典後

には祝賀会食を行い、支処隊

員と後援会会員との親睦を深

めることができました。

弾薬交付訓練

フォークリフト操縦訓練 梱包訓練

６３周年記念行事

広報活動支援
(LANケーブル作成体験指導)

職場体験支援
(有線電話機体験)

訓練検閲(救急法)

訓練検閲(ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ)



予 備 自 衛 官
招 集 訓 練

予備自衛官制度

５月２９日から６月２日までの間、

第１０４施設器材隊が、

７月２４日から２８日までの間、

第１０施設群が、

１０月３日から７日までの間、

船岡駐屯地業務隊が、

予備自衛官招集訓練をそれぞれ担任実

施しました。

招集された予備自衛官は、自衛官を

退職し、今は一般企業等で働く方々、

又は自衛官としての経験はないものの

「予備自衛官補」の教育を受けた方々

です。企業等の理解のもと、訓練はも

ちろん、事態発生時には国土防衛、災

害派遣に従事します。

短い訓練期間ではありましたが、全

員が訓練目標に到達することができま

した。

射撃検定

体力測定

現役自衛官と
予備自衛官の懇談

救急法

通信器材教育

車両点検

応用射撃訓練



パ ラ オ 防 衛 交 流

防衛協力・交流

６月１８日から２０日、パラオ共和国

で実施された「パラオ防衛交流」に第２

施設団の隊員２名が参加しました。

今回の派遣はパラオ共和国ペリリュー

島において、米海兵隊と施設分野に関わ

る交流を目的として行われました。

パラオにおける米海兵隊との交流は今

回が初めてで、道路補修に関する技術的

な意見交換や知見の共有を行ったほか、

ペリリュー島戦跡を共同で研修し、戦史

に係る見識を深めました。

災 害 対 処 連 絡 会

地 域 の 防 災 訓 練

防災・災害対処

６月２６日（木）船岡駐屯地において

災害対処連絡会を開催しました。

本連絡会は、宮城県仙南地区の地方公

共団体、関係機関等と自衛隊との関係の

強化充実を目的として、年に１度、第２

施設団が船岡駐屯地において開催してい

ます。

船岡駐屯地所在部隊が地域の防災訓練

等に参加し、被災者救助や炊き出し等の

訓練を実施しました。

陸上自衛隊では災害各種事態に備え、

即時出動できる態勢を常に整えています。 白石市

柴田町

七ヶ宿町

宮城県総合防災訓練（山元町）

亘理町

林野火災防ぎょ訓練（丸森町）

映像伝送装置の紹介①

映像伝送装置の紹介②

国土交通省の装備品展示

情報交換

出国行事

無事帰国した隊員達

活動風景②

慰霊碑参拝

活動風景①

文化交流



駐屯地の見学・研修
船岡駐屯地では駐屯地内の施設見学をおこなっています。装備品の見学のほか、
駐屯地食堂での体験喫食なども可能ですので、お気軽にお問い合わせください。

チャレンジアカデミー青山

NPO法人アスイクリッキーガーデン仙台柳生

地域と共に

【ＥＥ in 船岡】(自衛隊「施設科」体験イベント)開催
８月３日、４日、自衛隊への理解促進を目的として、「ＥＥ in 船岡」(施設科部隊等体験)
（※ＥＥ：Engineer Experienceの略）を開催しました。引き続き、地域の皆様との連携を
強化し、更なる自衛隊に対する理解・信頼の獲得に尽力していきます。

体験喫食 敷設装置体験搭乗装備品展示

油圧ショベル体験 生活施設等見学漕舟体験

職場体験・インターンシップ支援

玉浦中学校（職場体験） 村田高校（インターンシップ） 仙台大学（臨地実習）

船岡駐屯地は地域の学校施設の職場体験等を支援しています。
今後も職場体験等に協力し、自衛隊への信頼と理解を得られるように努めていきます。



地域のイベントに参加・協力

キッズ用制服の試着、パジェロ・バイクの搭乗体験などで大変賑わい、各イベントの盛況に寄与
するとともに自衛隊に対する御理解を得ることができました。

WE2025（亘理町） Ｋスポ（角田市） 東北こども博（仙台大学）

船岡駐屯地は地域のイベントを車両等装備品展示、太鼓演奏等により支援しています。

クラブ活動紹介

船岡駐屯地ラグビー部クラブ
活動①

船岡自衛隊 Wild Boar‘s

船岡駐屯地太鼓部
船岡さくら太鼓は、平成５年から続く太鼓部です。

地域イベントや行事、自衛隊の音楽祭り等、部内外

様々な場で演奏を披露しています。
船岡さくら太鼓

クラブ
活動②

８月６日から８月８日までの３日間、仙台七夕まつりにおい
て、「奥州・仙台おもてなし集団伊達武将隊」にお声がけい
ただき、仙台青葉城址にて演奏を披露させていただきました。

記念行事では大型トレーラーに乗って移動しながら
の演奏も披露しました。

仙台七夕まつりで伊達武将隊と共演第２施設団・船岡駐屯地記念行事

船岡自衛隊ワイルドボアーズは、全自衛隊ラグビー

部の中で最強を誇る名門チームです。

チームが参加するトップイーストリーグCグループの

試合日程は右のとおりです。

１１月２日、船岡駐屯地内ラグビー場でのホーム

ゲームを開催予定、入場無料です。

ぜひご来場ください！



編集・発行：陸上自衛隊 船岡駐屯地 司令職務室

〒９８９－１６９４ 宮城県柴田郡柴田町大字船岡字大沼端１－１

TEL 0224-55-2301（内線206）（受付時間 午前９時～午後５時）
pr-2eb@inet.gsdf.mod.go.jp

メールでのお問い合わせ

メール 公式Ｘアカウント

採用情報

東北方面隊 Instagram
(採用広報)

採用の詳細はこちら
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